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特集　手ざわりある情報技術の使い方

01

久木田 水生氏

　新型コロナウイルス感染症の影響により、私た
ちは日常のあらゆる場面において、人と人との接
触を控えるようになった。これまで顔を付き合わ
せるのが当たり前だったことの多くが、オンライ
ンに切り替わった。会議にしろ、大学の授業にし
ろ、初めは戸惑いながらだったものが、慣れてく
ると便利だと思うようになったことも少なくない
だろう。
　オンラインでのやりとりを可能にした技術は、
このような状況下では特に、コミュニケーション
に大きな効果をもたらした。しかし、オンライン
では物足りない、やはり対面がいいという声もよ
く聞かれる。オンラインか対面かの議論は、人と
人とのコミュニケーションのあり方をめぐる問題
である。遠く離れた相手とのリアルタイムのコ
ミュニケーションや、SNS での不特定多数の人
とのやりとりを可能にした情報技術と現代のコ
ミュニケーションの関係をどのように考えればよ
いのだろうか。
　コミュニケーションのあり方や情報技術がもた
らす変化、技術への向き合い方について、名古屋
大学情報学研究科の久木田水生氏にリモートでお
話を伺った。

コミュニケーションは
言葉のやりとりだけではない

【岩橋】オンラインでのコミュニケーションは便
利な点も多いですが、やはり対面がいいと感じる
場面があります。新しい情報技術に対しては、積
極的に導入しようとする人たちがいる一方で、抵
抗感を示す人もいるように思います。情報技術に
対する態度の違いというのは、なぜ生じるので
しょうか。

【久木田】情報技術に関して、生身の対面がいい
という考え方は、合理的な理由があると思います。
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というのは、われわれは楽しみのためにコ
ミュニケーションをとりますよね。親しい
友達と会って話をしたり、遊んだりしたい
というのに、Zoomでは全く満足感が得ら
れない。そういう意味で、Zoomでは駄目
というのは、その技術に対する抵抗感とい
うより、単純に技術がまだ満足いくものに
なっていないということが大きな理由では
ないかと思います。会社の仕事はリモート
でもいいという考え方に対して、やはり会
社に来るのが大事だという考え方も、ただ
単に懐古主義というか、新しいものに対す
る抵抗感だけではなく、やはり理由がある
と思います。会って話す、何気なく立ち話
をする、一緒にお昼ごはんを食べる、お茶
を飲むといった、そういうところで仕事が
はかどる面があります。だから、新しい技
術に対する理由のない抵抗感というより、
技術が十分ではない、完全に古い形のコ
ミュニケーション方法の代わりになるほど
にはなっていないということだと思います。
　コミュニケーションというのは難しいも
ので、言葉のやりとりをすればいいという
ものではない。言語化できなかったりデジ
タル化できなかったりするところに情報が
たくさんあります。身体的な接触も重要で、
スキンハンガーという言葉がありますが、
皮膚が接触を求めているんです。たとえば
握手やハグといった行為によって、心を落
ち着かせるホルモンが分泌され、相手に対
する共感や信頼が増すというように人間の
身体はできているわけです。これは人間に
なる以前からのもので、多くの霊長類はグ
ルーミングをしますよね。グルーミングを
するのは、単に毛をきれいにする、ノミを
取るという実用的な理由だけからではあり
ません。やはりたくさんグルーミングをす
る個体同士は、結束が強くなり協力し合う
そうです。だから今、それが奪われている

状況で、Zoomでいいかとはならないとい
うことです。それは多くの人が感じている
ことで、これから技術が進んでいくなかで、
ある程度は克服されていくだろうとは思い
ますが、どこまでいけるかはわかりません。
身体的な接触まで考えると、かなり大がか
りですし、スマホやパソコンだけではどう
にもなりませんので、コストもかかります。

【岩橋】いまは技術が不十分ということで
すが、身体的な接触が可能な技術とは、具
体的にどのようなものでしょうか。

【久木田】たとえば、ロボットを介したコ
ミュニケーションが考えられます。また、
遠隔地にいる人同士で、たとえば何か、指
輪などを付けて、それを触ることによって
相手にも振動が伝わるというような、身体
的接触の代わりとなる技術開発も進められ
ています。さらに、もう少し踏み込んだ、
性的な関係に関わるテクノロジーを考えて
いる人もいます。

場を共有することの意味

【岩橋】在宅ワークの単身者や、一人暮ら
しでオンライン授業を受けている大学生
は、人と会う機会が非常に少なくなりま
す。直接の触れ合いに限らず、同じ場所で
誰かと一緒に過ごすだけでも意味があるの
でしょうか。

【久木田】そう思います。単純にそこにそ
の人がいること、同じ場所を共有している
ことも大事だと思います。コミュニケー
ションの一つの重要な意味として、その人
に対して自分の時間や労力を、これだけ投
資しているということを示すということが
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あります。つまり、この人は私と一緒にい
ることにこれだけの時間を割いてくれてい
る、ということです。この人は、その時間
を使って別なこともできたし、別な人に会
うこともできたけれども、私と一緒にいて
くれるという、実はそれが大事ではないで
しょうか。友人や恋人、あるいはグループ、
たとえば政治家が派閥を作る場合でも。政
治家が会食をやめられない理由の一つがこ
こにあると思います。だから、時間や労力
を省くように効率化するということが、か
えって効果をなくすことになります。
　グループへの関与では、あるグループに
対して、これだけ投資する準備があると示
す、つまり自分の時間や労力をこれだけか
けていることを示すことが重要です。欠席
することは、ある種そのグループに対する
忠誠心のなさにつながるわけです。政治家
はグループを作り、力をつけて、他のグ
ループと対抗する必要があるから、会食が
あれだけ重要なのだと思います。LINE や
Zoomでは意味がないですよね。
　グループで実際に集まる場合とオンライ
ンの場合でそれぞれ課題をやらせて、どち
らがグループとしての協力が見られるか、
仕事に対する個々人のエンゲージメントが
高いかといった調査もおこなわれていて、
オンラインのほうがエンゲージメントは低
いということが指摘されています。ただ、
オンラインのほうが向いていることもあっ
て、たとえばブレインストーミングは、生
身で会うよりもオンラインや、テキストの
ほうがうまくいくという話もあります。一
箇所に集まると、主張の強い人の意見が通
りやすかったり、弱い立場の人が発言し
にくかったりということがあるからです。
LINE や Slack のようなテキストでやりと
りするツールを使うと、誰の発言も等しい
ウエイトで考えられるということもありま

す。
　Zoomなどの場合、実際に声出して発言
する以外にもチャット機能があり、口をは
さむのが苦手で遠慮してしまう人でも意見
を伝えることができます。ブレインストー
ミングのようなアイデアをたくさん出すこ
とが重視される場面では、それがいきるわ
けです。要するに、使い方です。コミュニ
ケーションには、様々な機能があり、アイ
デアをたくさん集めたり、とにかく情報を
たくさんの人に広めたりするためには、今
の情報技術はかなりのメリットを持つわけ
です。しかし、そうではなく、個人的なつ
ながりを作ったり、それを強化したりする
という目的、あるいは単純にコミュニケー
ションを楽しむという目的には、まだ不十
分だと思います。

世代間の違いをどう考えるか

【岩橋】コミュニケーションの目的によっ
ては、現在の情報技術には不十分な点があ
ることがわかりました。ただ、技術の発展
と社会への浸透が進むと、直接会うことの
意味についても、だんだんと考えなくなる
という状況にはならないでしょうか。

【久木田】それはあると思います。コミュ
ニケーションというのは、さっきも言った
ように、相手にどれだけ時間や労力をかけ
るかということも重要になります。しかし、
それが自身の負担となったり、相手に負担
をかけるのが申し訳ないと感じたりする面
もあります。今の若い人たちは、テキスト
メッセージという手段が最初からあって、
物心ついたときから携帯、メール、スマー
トフォンや LINEがある、そういう時代の
人たちです。通話したり、直接会って話を
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したりすることの心理的ハードルが高く、
相手に負担をかけてしまうのではないかと
思って、遠慮してしまうところがあるよう
に思います。たいていのことは、テキスト
という手段で間に合わせてしまう。それが
当たり前になってくると、それを前提に新
しいルール、規範ができていくのだろうと
思います。そうなると、世代間でかなり違
いが出てくるでしょう。
　技術や社会のあり方が変わるなかで、昔
当たり前だったことが当たり前ではなくな
ることは当然あります。今われわれが、と
んでもないと思うことも、当時の人たちに
とっては、それが普通だったわけです。お
そらくわれわれにとって普通であること
も、後の世代の人にとってみればとんでも
ないと思われることがたくさんあるでしょ
う。

【岩橋】技術発展のなかで、規範や倫理に
関わる問題が生じることもあると思います
が、それも時代に応じて考えていくという
ことですね。

【久木田】道徳や倫理というものは、状況
次第で変わっていく必要があると考えてい
ます。ただ、上の世代の人が新しい倫理に
合わせていくのは簡単ではない。そこには
必ず衝突や摩擦があります。できるだけ、
そういう衝突や摩擦を和らげ、新しい技術
を古い価値観の上に、いかに摩擦なく導入
できるかといったことを考えています。開
発者や研究者は、新しいものに対して割と
オープンで、それを受け入れられない人を
非合理的な人間とか古い人間だと言うこと
があります。私は、そのような言い方は、
新しい技術を導入する上でいいやり方では
ないと思います。どういうメリットがあり、
どういうデメリットがあるか、それをきち

んとオープンにして、社会で議論したり対
話したりしながら広めていくのがいいのだ
ろうと思います。

【岩橋】世代間の違いについては、たとえ
ば若者と年配の人のスマホの利用を考えて
みると、スキルの問題も関わってくるので
はないでしょうか。

【久木田】新しいものをみんなが使わない
といけないような世の中のデザインは間
違っていると思います。つまり、お年寄
りでもスマホを利用しないといけない、
キャッシュを使わない生活をしないといけ
ないというのは、しんどいじゃないですか。
ある程度の年齢までいったら、自分が使い
慣れたもので生きていくほうがいい。個人
的には、一生、知識やスキルをどんどんアッ
プグレードしていかないと世の中に取り残
されるといった、そんなせわしないのは嫌
だなと思います。年寄り頑張れというので
はなく、古くても馴染みのやり方で生きて
いける道を残してあげてほしい。最近は、
スマホがないとサービスが受けられなかっ
たり、パソコンを持ってないと駄目だった
りという状況が広がっているように感じま
すが…。企業がそうした方向にいくのはあ
る程度仕方がないとしても、行政までそう
であることには少し疑問があります。

コミュニケーションの
認知的側面と情動的側面

【岩橋】新型コロナウイルス感染症の影響
で、対面からオンラインへという流れが急
速に進みました。このようなコミュニケー
ションのあり方は、今後も広がっていくの
でしょうか。
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【久木田】そう思います。おそらく前のや
り方には戻らないですし、これからオンラ
インでのコミュニケーションがどんどん増
えていくでしょう。それは、人間が歴史上、
歴史以前からやってきたことでもありま
す。言葉というのも、どこかの時点で発明
されたものですよね。人間が本能的に持っ
ているものではなかった。だから話し言葉
が発明されたとき、人間のコミュニケー
ションの仕方が大きく変わったと思うんで
す。つまりそれまでは、先ほど言ったよう
なグルーミングでお互いの絆を深めていた
のが、言葉を使うことで大きく変わります。
グルーミングは基本的に 1回に 1人に対し
てしかできないですが、言葉の場合は何人
かまとめてできるというわけです。1人に
対して投資していた時間で、たくさんの人
とつながることができるようになるという
意味で、革命的だったと思うんです。それ
が文字になるとまた変わっていきます。言
葉や文字を発明したことで、人間のコミュ
ニケーションは大きく変化したと思いま
す。
　認知考古学が専門のスティーヴン・ミズ
ンさんが書いた『歌うネアンデルタール―
音楽と言語から見るヒトの進化』（訳：熊
谷淳子、早川書房、2006 年）という本が
あります。ここでは今のような言葉が生ま
れる以前は、音楽が人類の祖先のコミュニ
ケーションの主な手段だったという説が唱
えられています。ネアンデルタール人とホ
モサピエンスは共通の祖先から分かれるわ
けですが、ネアンデルタール人は恐らく歌
というコミュニケーションをそのまま持っ
ていて、ホモサピエンスは歌ではなく言葉
になったのではないかという話です。歌や
身振りといったコミュニケーションのほう
が、感情を共有したり、お互いの結束を高
めたりする上ではものすごく有効で、ある

意味ではリッチなコミュニケーションだっ
たと思います。それが言葉主体になったと
き、感情的なコミュニケーションよりも認
知的なコミュニケーションが重視されるよ
うに変わった。情報伝達としてのコミュニ
ケーションの部分が大きくなったわけで
す。われわれ言葉というのは、主に情報伝
達のためにあると思っていますが、コミュ
ニケーションは情報伝達より、お互いの絆
を強めるという意味のほうが、もともと大
きかったのではないか。この点は学者に
よって見解が分かれるところです。
　説得力があるなと思うのは、最近のフェ
イクニュースの動向を見ていると、明らか
なうそでも簡単に信じてしまう人たちがい
る。うそだって分かっているところもある
かもしれませんが、それでも信じ続けるん
ですよね。アメリカでは、それによってト
ランプ派や反バイデン派みたいな人が結束
するわけです。そこでは、言葉や情報の中
身、その真理というのはどうでもよくて、
結束を高めることが重要になる。つまり、
実は言語になっても、コミュニケーション
の本筋は変わってないのかもしれない。最
近はそんなふうに思っています。

【岩橋】人間のコミュニケーションの根幹
は、どのような技術を使おうと、実は変わ
らないということでしょうか。

【久木田】大きく変わっているところもあ
るし、変わらずに残っている部分もかなり
あると思います。ただ、人間はたえず新し
い情報伝達の方法を生み出してきたわけで
す。言葉や文字が生まれ、印刷技術、電信、
無線通信、さらに、インターネット、スマー
トフォン、ソーシャルメディアというよう
に、新しいものが次々と生まれた。そのな
かで、情動的なコミュニケーションよりも、
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認知的なコミュニケーションのウエイトが
増してきたと思います。
　言葉が生まれて以来、認知的なコミュニ
ケーションのウエイトがどんどん増え、そ
のような認知的なコミュニケーションに
よって、科学やテクノロジーが発達してき
たと思います。その一方で、われわれのコ
ミュニケーションは、認知的な側面だけで
はない。現在のテクノロジーは、たとえば
ソーシャルメディアなど、情動的なコミュ
ニケーションをしやすいものになってきて
いると思います。感情的なツイートのほう
がずっとリツイートされやすく、爆発的に
広がりやすい。ツイッターは、そのような
感情の伝染をかなり大きな規模で可能にし
たメディアだと思います。

ソーシャルメディアと
プラットフォーム企業

【岩橋】ツイッターを利用するときもそう
ですが、便利だから、楽しいから、という
だけでなく、利用者として考えるべきこと
があると思います。新しい技術が生まれ、
社会に広がるなかで、どのようなことに気
をつけたらよいのでしょうか。

【久木田】テクノロジー一般について言う
のは難しいですが、気をつけたいのは、いっ
たい誰が何のためにそのテクノロジーを広
めようとしているのかという点です。たと
えばフェイスブックやグーグルは、様々な
サービスを提供していて、大きな利益や価
値を提供していると思いますが、なぜそれ
がただで使えるのかを考える必要がありま
すよね。それはわれわれが個人情報を出し
ていることの引き換えなんです。自分の情
報やデータなんてどうでもいいと思うかも

しれませんが、個人情報を出すことで何が
失われるのかを考えることが大事です。
　フェイスブックやグーグルは、かなり見
えにくいですが、社会に大きな不利益を与
えています。データからプロファイリング
することで、社会の差別的な構造を情報技
術のなかに再現してしまっているといえま
す。憲法学者の山本龍彦先生の『おそろし
いビッグデータ―超類型化AI 社会のリス
ク』（朝日新聞出版、2017 年）には、ソーシャ
ルメディアやグーグルが集めているデータ
が、どのように濫用されるかが書かれてい
ます。要するに、人間をデータからプロファ
イリングして、その人間の行動を予測する
というようなことが行われています。その
予測にはかなりバイアスがあって、たとえ
ばジェンダーや人種による差別的な扱い
を、そのまま引き継いで差別を再生産する
ということが指摘されています。
　ビッグデータに基づいたAI のプロファ
イリングに関する懸念の一つは、人の行動
をデータから予測し、それを使って人間を
リスクとして評価するという点です。AI
や現在使われているビッグデータに基づく
機械学習は、リスク評価の道具なんです。
「他者はリスクである」という考え方を暗
黙のうちに広めることになるのではないか
という懸念を持っています。　　　　
　たとえば、結婚する相手や、どの大学の
どの先生に師事するのかをAI が選んでく
れるようになる。「あなたは確実に自分の
利益になるような選択ができるんですよ」
というメッセージを発するわけです。そう
やって人と人のつながりは、損をするか、
得をするかという観点が出発点となる。そ
れは非常に合理的なように見えて、実はそ
うではないと思います。人間関係というの
は、この人なんとなく良さそう、信頼でき
そう、そういうところから始まり、一緒に
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いるうちに本当の信頼関係や協力関係、愛
情がだんだんと生まれていくものですよ
ね。付き合う前に、この人は良いのか悪い
のか判断しても、そうした関係までは分か
らないと思います。AI は、それが最初か
ら分かるという、ある種のうそを広めてい
ます。その片棒を担いでいるのが、ソー
シャルメディアやグーグルといったプラッ
トフォーム企業だったりするので、そこは
気をつける必要があります。

【岩橋】AI やビッグデータの利用をめぐる
開発者側の倫理には、どのような動きがあ
るのでしょうか。

【久木田】いま、人工知能学会や情報処理
学会などは、ビッグデータや人工知能の使
い方に関する倫理指針や倫理原則、ビッグ
データと公平性に関する声明などを出して
います。アカデミアだけでなく、企業、政
府、あるいはNGOなども打ち出していま
す。たとえば、グーグルやフェイスブック
が大きくなり過ぎるのはまずいということ
で、アメリカでは規制に向けた議論が少し
ずつ生まれていますし、ヨーロッパでもそ
うした動きが見られます。

【岩橋】アメリカやヨーロッパに比べると、
日本人は受け身になっているというか、意
識が低い気がします。

【久木田】おそらく、日本人はまだそこま
で危機感を持っていない。しかしたとえば、
ツイッター社がトランプ元大統領のアカウ
ントを禁止しましたよね。もし日本の政治
家の発言を禁止したらどうでしょうか。ツ
イッターはアメリカの会社です。それが、
日本の政治家だったり、誰かの発言を禁止
するというのは、どうなのかと思うわけで

す。１つの営利企業によって、それが可能
になってしまう状況は怖いですよね。
　アマゾンやグーグルもそうです。アマゾ
ンでは、たとえば本を電子書籍のキンドル
にするときには審査があって、ある特定の
人の本が扱われないことだってあるわけで
す。同じようなことはグーグルの検索でも
言えます。グーグルの検索で上位に来ない
ようにされてしまったら、その会社はやっ
ていけなくなるわけです。
　アマゾンについては、本を紹介するとき
に、みんな無自覚でアマゾンのリンクを張
りますよね。それがアマゾンで本を買うと
いうことにつながり、ますますアマゾンの
力が強くなっていく。それはそれで便利な
面がありますが、そのことによる弊害につ
いては、あまり考えないですよね。アマゾ
ンプライムに入れば、次の日にはほしいも
のがすぐ手に入る。あれを可能にするため
に、アマゾンの倉庫でどれだけ過酷な労働
に従事している人がいるか。非常に安い賃
金、不安定な身分で、過酷な労働に従事さ
せられている人がいるか、そういうことも
考えなければならないと思います。

【岩橋】便利だと思って利用しているもの
が、社会の構造とどのような関わりをもつ
のか、考えていく必要があると思います。
本日は貴重なお話をありがとうございまし
た。


